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 児童のみなさん、夏休みは、どのように過ごしていますか？ 

終業式の日、校長先生からは、「夏休みや自由な時間がたくさんあります。自分の好き

なこと、ちょっと得意なことなどを思いっきりやってみてください。」と話しました。当

たり前ですが、時間は過ぎてしまったら戻ってきません。できれば時間を有効に使って

たくさん勉強したり、練習したりしたいものですね。こう言うと、「時間ばかりかけても

だめじゃないか」と思う人もいるかもしれません。でも、世の中で一流（すごい）といわ

れる人たちは、やっぱりたくさんの時間を使って練習しているのです。 

 実は、世の中のいろいろな分野で一流といわれる人たちと、その時間との関係を調べ

たエリクソンという学者がいます。エリクソンは、「一流」「天才」と呼ばれる人と「二

流」「三流」と呼ばれる人では、何が違うのかを明らかにしようとしました。そうしたら、

1つの違いが分かってきたそうです。 

 一流と呼ばれる人たちは、7才から２０才の間に、平均して１０，０００時間の練習を

していたのだそうです。これに対して、一流でない人のグループは、同じ 7 才から２０

才の間に、平均して５，０００時間の練習をしていたそうです。 

 さらに、天才とか一流といわれた人たちは、集中して練習した時期があったそうです。

また、大事なことに、集中して練習した時期が早いほど一流になっているのだそうです。 

 つまり、たくさんの時間練習する、集中して練習する、なるべく早い時期に練習すると

いうことが、一流になるためにとても有効だということです。 

 みなさんの中にも、勉強をがんばっていたり、習い事をがんばっていたり、スポーツを

頑張っていたりする人がいますね。誰でも将来は、「天才だ」とまではいかなくても「一

流だな」といわれるようにはなりたいのではないでしょうか。 

 そのためには、たくさんの時間をかけて、集中して取り組むことが大事だということ

です。 

 今、ちょっとやる気が出ない、集中できない人も、将来の自分を思いえがいて、もうひ

とがんばりしてみましょう。そのためには、勉強や習い事を好きになり、楽しんで練習で

きることが一番です。 

何でもいいのです。自分の好きなこと、ちょっと得意なことなどをおもいっきりやり

ましょう。 

夏休みは、まだまだあります。さっそく、今日から頑張ってくださいね。 

 


